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  1.1 河川整備基本方針策定以降の経緯 

河川整備基本方針策定以降の経緯の整理 
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  2.1 高梁川水系河川整備計画【国管理区間】の概要 

計画の趣旨・計画策定年月・対象区間・対象期間・基本理念 

計画の 

趣旨 

本計画は、河川法の三つの目的である 
 1) 洪水、高潮等による災害発生の防止 
 2) 河川の適正な利用と流水の正常な機能の維持 
 3) 河川環境の整備と保全 
が行われるよう、河川法第16条の二に基づき、「高
梁川水系河川整備基本方針」に沿って実施する河
川整備の目標及び河川工事、維持管理等の内容を
定めたもの。 

計画策定 

年月 
平成22年10月策定、平成29年6月変更 

対象区間 高梁川水系の国が管理する区間 

対象期間 概ね30年間 

基本理念 

【治水】安全・安心な川づくり 
高梁川水系河川整備基本方針で定めた長期的な治
水目標に向けて段階的に整備を進めるものとし、河
川整備の現状、過去の水害、はん濫域の人口・資産
等を考慮し、高梁川の治水安全度の向上を目指しま
す。 

【利水】川の恵みを分かち合う豊かな川づ 
    くり 
様々な用途の水を与えてくれる高梁川の水利用
の歴史や現状を踏まえ、関係機関や住民と協力
し、生活・産業に必要な水の安定的な確保を目
指します。 

【河川環境】水と緑の触れ合いと自然を育 
      む川づくり 
利用しやすい川づくりを進めるとともに、アユ
やタナゴ類を代表とする豊かな生物の生息・生
育・繁殖環境を保全し、未来に伝える川づくり
を目指します。 

高
梁
川
派
川 

小田川 

水系基準点 

船穂 

高

梁

川 

:国管理区間 

:基準地点 

河川整備の計画対象区間 

ふなお 

2．河川整備計画の計画概要 

高梁川水系 
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  2.1 高梁川水系河川整備計画【国管理区間】の概要 

高梁川水系河川整備計画【国管理区間】の概要 

本計画は、治水・利水・環境それぞれにおいて、現状と課題を抽出し、計画目標の設定・目標の達成に向けた河川整備の実施に関する事項をまとめている。 

計
画
の
概
要

１章 ２章

高
梁
川
水
系
の
概
要

３章 現状と課題

【治水】

戦後最大の被害を与えた昭

和47年7月洪水が再び発生し

た場合には、河積の不足によ

り、堤防決壊や水が溢れる箇

所があり、はん濫による被害

は深刻なものになると予想さ
れる。

小田川は、洪水時に高梁川

合流点水位が高く、内水被害
の発生や河積不足による外

水による浸水被害の発生が
予想される。

４章 計画目標の設定 ５章 河川整備の実施に関する事項

【利水】

過去、渇水によって大きな被
害がたびたび発生しており、

水の安定供給のため、河川

水の適正な利用を図っていく
必要がある。

【環境】

多様な動植物が生息・生育す
る高梁川の豊かな自然環境

の保全を図る必要がある。

高梁川の河川空間について、

利用の継続を図るとともに利

用における満足度を高めてい
くことも必要である。

治
水

利
水

環
境

【治水】

流域住民の記憶に残る戦後

最も大きな被害を与えた昭和

47年7月洪水、平成16年台風

16号高潮が再び発生しても、
洪水被害の防止又は軽減を

図る。

【利水】

流水の正常な機能を維持す

るために必要な流量を下回ら

ないよう、酒津地点で概ね

16m3/sの確保に努める。

【環境】

多様な動植物が生息・生育す
る高梁川の豊かな自然環境

の保全を図る。

高梁川の河川空間について、
利用の継続を図るとともに利

用における満足度を高めてい

く。

【維持管理】

河道内の樹林化、土砂堆積
による洪水の流下阻害、河川

管理施設等の老朽化、不法

行為、安全な河川利用や自
然環境の保全、洪水等に対

する危機管理に対して、適切
な維持管理を進める必要が

ある。

維持
管理

【維持管理】

河道、河川管理施設等、危機

管理、河川環境、河川空間に

関して適切に維持管理を実施

する。

【治水】

(1)築堤（高潮堤、断面確保)
(2)堤防補強（浸透対策）

(3)河道掘削・樹木伐開

(4)堰改築、堰継ぎ足し

【利水】

(1)正常流量の確保（情報共有、水利
用の合理化）

(2)渇水対策(節水意識の向上、水利

用の調整、河川環境のモニタリン
グ）

【環境】

(1)自然環境の保全
(2)魚類等の移動の連続性の確保

(3)河川空間の適正な利用と管理

(4)樹木伐開による水辺景観の保
全・維持

(5)水質の保全

河川の維持に関する事項

■サイクル型維持管理体系の構築

河川維持管理計画の充実を図るととも
に、河川の状態変化の監視・評価、評

価結果に基づく機動的な改善を一連

のサイクルとした「サイクル型維持管理
体系」を構築し、効率的・効果的な実施

に努める。

河川工事の目的、種類、施行の場所、

並びに当該河川工事の施行により設

置される河川管理施設の機能の概要

■維持管理の重点事項

(1)河道内樹木

(2)堤防・護岸

(3)河川管理施設等

■その他の維持管理

(1)河川状況の把握及び情報提供

(2)施設の機能維持及び管理

(3)危機管理体制の整備

(4)河川環境に関する維持管理

(5)河川空間の維持管理

・その他施策との連携

・連携と協働

・情報の共有化

・社会環境の変化への対応

その他河川整備を総合的に行うた

めに必要な事項

2．河川整備計画の計画概要 
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3.1 高梁川水系の流域及び河川の概要 

 
 
流域面積（集水面積）     ：2,670 km2 

幹川流路延長    ： 111 km 
流域内人口             ：約26 万人 
想定氾濫区域面積 ：約274 km2 

想定氾濫区域内人口 ：約47 万人 
想定氾濫区域内資産額 ：約9.3兆円 
主な市町村          ：倉敷市、高梁市 等 

■高梁川は鳥取県境付近の花見山に発し、途中、成羽川、小田川の大支川を合流し、瀬戸内海に注ぐ、流域面積2,670km2、幹川流路延長111kmの一級河川 

 である。 
■下流部では、倉敷市街地・水島コンビナートなど、資産の集積する岡山平野の西端を貫流。 
■下流部は干拓等によって形成された洪水氾濫に脆弱な低平地であり、想定氾濫区域は岡山市域まで及ぶ。 

流域及び氾濫区域の諸元 

花見山
(1,188m) 

基準地点 
 ふなお 
船穂(高水) 

基準地点 
 さかづ 
酒津(低水) 

・上流部は中国脊梁山 
 地で、大部分が常緑 
 針葉樹林。 
・中流部の吉備高原山 
 地は緩やかな地形の 
 ため耕地は主に高原 
 部に点在。 
・下流部には倉敷市街 
 地や岡山県の製造品 
 出荷額の約半分を占 
 める水島コンビナー 
 トが集積。 

山地等 91% 

農地 8% 
宅地等 
市街地 1% 

土地利用と産業 地形特性 

・下流部は江戸時代を中心に行われ 
 た「たたら製鉄」に伴う流出土砂 
 による埋立や干潟の干拓により形 
 成されたゼロメートル地帯を含む 
 低平地。 
・想定氾濫区域は岡山市域まで及ぶ。 

玉島港 

倉敷市街 

倉 敷 市 

高 

梁 

川 重化学工場群 
(水島コンビナート) 

高梁川派川 

水島大橋 

国道2号 

霞橋 

JR山陽新幹線 

潮止堰 

A 
A” 

A’ （
東
高
梁
川
） 

A 

(平成16年8月30日16号台風) 

既往最高潮位 3.22m 

A” 

干拓地からの転用 
による工業用地 
（嵩上済み） 

A’ A 

・下流部は瀬戸内式 
 気候で年間降水量 
 1,200mm程度の小 
 雨地域。 
・上流部の中国山地 
 は全国平均並。 

河川現況調査（H17年基準）より 

凡例 
   森 林 
   水田・畑地等 
   市街地 

降雨特性 

流域図 

3．流域の概要 

高梁川水系 
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3.2 地域の概況 

■高梁川下流部には人口・資産が集中する倉敷市街地が広がり、鉄道（山陽新幹線・JR山陽本線等）や道路（山陽自動車道、瀬戸中央道、国道2号、180 

 号等）、主要な公共施設等が位置し、岡山県西部地域における行政、経済の中心的役割を担っている。 
■高梁川の堤防は高く、洪水時の水位は周辺地盤高より高いため、堤防が決壊した場合には氾濫域が広範囲に及び、被害は甚大なものとなる。 

高梁川堤防の状況 

高梁川沿川の地盤高 

①主なライフライン 
 ・JR山陽本線、JR吉備線、JR宇野線等 
 ・国道2号、国道180号等 
※ JR山陽新幹線、JR伯備線、水島臨海鉄道、 
  井原鉄道、山陽自動車道の大半は高架橋である。 
②主要な公共施設  
 ・役場  ：倉敷市役所、総社市役所、早島町役場 
 ・警察署 ：水島警察署、倉敷警察署、総社警察署 
 ・消防本部：倉敷市消防本部、総社市消防本部 

倉敷市街地の状況 

③その他、災害時要援護者関連施設 
 ・倉敷中央病院、水島中央病院、 
  川崎医科大学付属病院、老人ホーム 等 

早島町役場 

倉敷中央病院 

●倉敷市消防本部 

●倉敷市役所 

●倉敷警察署 

●水島警察署 

×国道30号 
×JR宇野線(早島駅) 

水島中央病院 

川崎医科大学附属病院 

●総社警察署 

● 
総社市役所 

×国道180号 

JR山陽本線(倉敷駅)× 

×国道430号 

出典：平成29年4月浸水想定区域図（想定し得る最大規模の降雨時） 

井原鉄道 

30 

486 

180 

430 

430 

2 

2 

2 ×国道2号 

2 

180 
●総社市消防本部 
× 
JR吉備線(東総社駅) 

× 
国道486号 

486 

180 

429 

429 

高梁川下流部の特徴 

約11m 

A’ A 

高梁川下流部の地形特性 

高梁川の高い堤防（倉敷市酒津地区） 

高 
↑ 
地
盤
高 
↓ 
低 

3．流域の概要 
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4.1 河川整備計画策定以降の変化 

■流域下流に位置する関係市（倉敷市、総社市）の人口は、平成26年まで緩やかな増加傾向が続いていたが、平成27年は減少に転じている。 
■景気低迷の影響で平成17年まで減少傾向であった事業所数・従業員数は現在は横ばいまたは緩やかに減少傾向であり、製造品出荷額は平成17年以降4兆 
 円を超える状態が続いている。 
■宅地面積は増加傾向であるが、耕地面積は減少傾向が続いている。 

倉敷市・総社市の人口・世帯数の推移 

河川整備計画 
策定以降 

倉敷市・総社市の事業所・従業員の推移 

河川整備計画 
策定以降 

河川整備計画 
策定以降 

倉敷市・総社市の耕地・宅地面積の推移 

倉敷市・総社市の製造品出荷額の推移 

河川整備計画 
策定以降 

4．流域の社会情勢の変化 

高梁川水系 
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  4.2 洪水・渇水の発生状況 

■河川整備計画策定以降、平成30年7月豪雨による洪水が発生。船穂(高梁川)で約9,200m3/s、矢形橋(小田川)で約1,400m3/s規模の洪水であった。 

■河川整備計画策定以降、渇水は発生していないが流水の正常な機能を維持するため必要な流量（酒津：約16m3/s）を確保できていない年がある。 

高梁川における洪水・渇水の発生状況 

H6年 

渇水 

H14年 

渇水 

H17年 

渇水 

酒津地点の渇水流量（実績値） 

正常流量  16m3/s 

矢形橋地点の年最大流量（計算値） 

河川整備計画策定以降 
S47洪水 

船穂地点の年最大流量（計算値） 

矢形橋地点の渇水流量（実績値） 

平均渇水流量  0.96m3/s 

欠
測 

欠
測 

欠
測 

S47洪水 

欠
測 

H6年 

渇水 

H14年 

渇水 

河川整備計画策定以降 

河川整備計画策定以降 

河川整備計画策定以降 

高梁川 

小田川 

やがたばし 

H30洪水 

H30洪水 

※H30洪水の数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。 

4．流域の社会情勢の変化 

高梁川水系 
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  4.3 平成30年7月豪雨の概要 

■7月5日(木)から7日(土)にかけて、梅雨前線が本州付近に停滞し、この前線へ向かって暖かく湿った空気が流れ込み、前線の活発な活動が続いたため、 

  高梁川流域でも断続的に非常に激しい雨が降り、多いところでは降り始めからの累加雨量が400mmを超えた。 

■高梁川水系高梁川の日羽水位観測所、酒津水位観測所及び小田川の矢掛水位観測所において氾濫危険水位を超過し、観測史上最高水位を記録した。 

雨量分布図 

高
梁
川→

 

新見雨量 

井原雨量 

■高梁川水系高梁川 日羽水位観測所 

■高梁川水系高梁川 酒津水位観測所 

■高梁川水系小田川 矢掛水位観測所 

※雨量分布図は広島地方気象台提供 
（7/5 0:00～7/9 9:00の降水量） 

    避難判断水位 

    氾濫危険水位 

    避難判断水位     氾濫危険水位 

    避難判断水位     氾濫危険水位 

（ミリ） 

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。 
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4．流域の社会情勢の変化 

高梁川水系 

※S47.7洪水では、日羽の自記観測所が倒壊しており、実際のピーク水位はさらに高かった可能性がある。 
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   4.3 平成30年7月豪雨の概要 

■地点上流流域平均雨量（2日雨量）は、本川船穂地点および日羽地点、小田川矢掛地点のいずれにおいても、観測史上第1位を記録した。 

■今次洪水における推定流量は、高梁川本川の酒津地点では約8,900m3/s、日羽地点では約6,900m3/s、支川小田川の矢掛地点では約1,300m3/sとなった。 
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※昭和38年から観測開始 

（時刻水位） 

矢掛地点 

※昭和43年から観測開始 

（時刻水位） 

酒津地点 

※平成14年から観測開始 

（時刻水位） 
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数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。 

4．流域の社会情勢の変化 

高梁川水系 



 ：現在の河道（大正 14年以降） 

 

：明治 26年当時の河道 

（変更のあった小田川合流点より

下流のみ示す） 
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  4.3 平成30年7月豪雨の概要 

■平成30年7月豪雨では、高梁川本川の日羽、酒津水位観測所、支川小田川の矢掛水位観測所で観測史上最高水位を観測し、沿川で浸水被害が発生した。
特に小田川沿川では堤防決壊により約1,200haが浸水し、高梁川水系の家屋被害戸数は約8,900棟の甚大な被害が発生した。 

発生 

年月日 

発生 

原因 

船穂地点 

最大流量1) 

（m3/s） 

水系全域の浸水被害 主な浸水要因 

明治26年 
10月14日 

台風 約14,900 
浸水戸数   50,209戸    
     （岡山県全域） 

洪水 

昭和 9年 
 9月21日 

室戸
台風 

約9,400 
浸水戸数   60,334戸      
    （岡山県全域） 

洪水 

昭和20年 
9月18日 

枕崎
台風 

約8,700 
浸水戸数   32,278戸 
    （岡山県全域） 

洪水 

昭和26年 
10月13日 

ﾙｰｽ台
風 

約4,400 
浸水戸数      102戸 
    （岡山県全域） 

洪水 

昭和47年 
7月 9日 

前線 約8,000 
浸水戸数      7,347戸 

      （高梁川水系） 
洪水・小田川雨水
出水（内水） 

昭和51年 
9月13日 

台風
17号 

約4,800 
浸水戸数      2,646戸 

   （高梁川水系） 
洪水・小田川雨水
出水（内水） 

平成10年 
10月18日 

台風
10号 

約7,200 
浸水戸数        140戸 

 （高梁川水系） 
洪水・小田川雨水
出水（内水） 

平成16年 
8月31日 

台風
16号 

約700 
浸水戸数      17戸 
  （高梁川沿岸 倉敷市） 

高潮 
 

平成18年  
7月19日 

前線 約5,300 
浸水戸数      73戸 

   （高梁川水系） 
洪水 

平成23年
9月3日 

台風 
12号 

約6,500 
浸水戸数      53戸 

    （高梁川水系） 
洪水 

平成30年 
 7月5日 

前線 約9,200 

 
浸水戸数  約8,877戸 

   （高梁川水系） 

洪水・小田川決壊 
(被害数量は全半
壊、一部損壊、
床上床下浸水含
む） 

注1)ダムによる洪水調節がない場合に、河道に流出するとした計算流量 
浸水被害：水害統計（国土交通省水管理・国土保全局）、図表で見る岡山県の気象（岡山地方気
象台H17.3）、平成30年7月5日洪水の出典は、「平成30年7月豪雨災害検証報告書（素案） 平成
31年2月 岡山県「平成30年7月豪雨」災害検証委員会」 

     ：明治26年10月洪水の実績浸水域 
     ：昭和47年7月洪水の実績浸水域 
     ：昭和51年9月洪水の実績浸水域 
     ：平成30年7月洪水の実績浸水域 

※H30.7洪水の数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。 

4．流域の社会情勢の変化 

高梁川水系 
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   4.3 平成30年7月豪雨の概要（高梁川の被害状況） 

■高梁川水系高梁川下流部(本川)では、護岸損壊、漏水が発生した。 

■また、高梁川上流部の県管理区間においても堤防が決壊するなど、家屋等の浸水被害が発生した。 

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。 

凡例 

× ：堤防の決壊 

▲   ：護岸損壊等 

位置図 

【護岸・堰損壊】L=150m 
高梁川 右岸2k600付近(潮止め)堰 

＜高梁川（国管理区間）の被災状況＞ 
護岸損壊・基盤漏水等 ： 4箇所 【漏水】L=750m 

高梁川 左岸14k200付近 

【漏水】L=800m 
高梁川 左岸16k300付近 

高梁川 

【堤防決壊】L=70m 
高梁川右岸28k付近（県管理区間） 

× × 

【護岸損壊】L=100m 
高梁川 右岸14k600付近 

【堤防決壊】L=60m 
高梁川右岸28k付近（県管理区間） 

県管理区間 

国管理区間 

4．流域の社会情勢の変化 

高梁川水系 
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   4.3 平成30年7月豪雨の概要（小田川の被害状況） 

■高梁川水系小田川では倉敷市真備町で堤防が決壊し、大規模な浸水により甚大な被害が発生したほか、堤防の欠損等が多数発生しました。 

小田川 

＜小田川（国管理区間等）の被災状況＞ 
※国管理区間に流入する県管理区間も含む 

浸水面積  ： 約1,200ha（7/7AM） 
浸水戸数  ： 約4,600棟（7/11 8:00現在） 
堤防の決壊 ： ２箇所（国管理） 
            ６箇所（県管理） 
堤防法崩れ ： ６箇所（国管理） 
           １箇所（県管理） 
越水     ： ４箇所（国管理） 

← 高馬川（岡山県管理） 

小田川左岸３ｋ４００付近  

高
梁
川 【裏法崩れ】 L=30m 

小田川右岸0k600付近 

【堤防の決壊】 L=100m 
小田川左岸3k400付近 

【越水】 
右岸7k000付近 

【越水】 
右岸4k000付近 

【越水】 
右岸2k600、3k200付近 

× 
× 

× 

× 

【堤防の決壊】 左岸L=200m 
          右岸L=300m 
末政川左右岸0k700付近（県） 

【堤防の決壊】 L=20m 
末政川左岸0k400付近（県） 

【裏法崩れ】 L=1,000m（点在） 
小田川右岸2k800～3k800付近 

【裏法崩れ】 L=15m 
小田川右岸4k200付近 

小田川→ 

【裏法崩れ】 L=16m 
小田川右岸4k200付近 

小田川→ 

【表法崩れ】 L=70m 
小田川右岸4k400付近 

× 

【裏法崩れ】 L=50m 
大武谷川（県）小田川合流点付近 

凡例 

×：堤防の決壊 

▲：堤防欠損等 

   ：越水   

【裏法崩れ】 L=80m 
小田川左岸4k200付近 

× 

【堤防の決壊】 L=50m 
小田川左岸6k400付近 

【堤防の決壊】 （県） 
左岸L=20m（高馬川左岸0k付近）           
右岸L=100m（高馬川右岸0k100付近） 

たか  ま   がわ 

すえ まさ がわ 

おお   ぶ    たに かわ 

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。 

× 

× 

【堤防の決壊】 L=100m 
真谷川左岸0k500付近（県） 
ま    だに  がわ  

※7/16 15:00時点 

県管理区間を含む 

凡　例

基準地点

国管理区間

小田川 

位置図 

【越水】 
右岸6k800付近 

4．流域の社会情勢の変化 

高梁川水系 



平成30年7月洪水浸水深図 

ポンプ車による排水作業状況 

7/8 PM 

13 

   4.3 平成30年7月豪雨の概要（小田川の浸水状況とポンプ排水状況） 

■小田川左岸3k400付近の堤防決壊、小田川左岸6k400付近の堤防決壊のほか、県管理河川である末政川、高馬川、真谷川においても堤防が決壊し、多数 

 の家屋等が浸水した。小田川等の堤防決壊により、介護施設、病院、学校等が浸水し、浸水深は最大で約5mに達したものと推定される。 

■7月8日以降、排水ポンプ車23台、照明車11台により24時間体制で排水活動を実施し、7月11日までに宅地・生活道路の浸水を概ね解消した。 

小学校 

備中呉妹駅 

真備図書館 

吉備真備駅 

川辺宿駅 

支援学校 

中学校 

倉敷市役所真備支所 

高校 

大型介護保護施設 

スーパー 

大型 

ホームセンター 

小学校 

堤防決壊箇所 
（小田川左岸6k400） 

堤防決壊箇所 
（小田川左岸3k400） 

まび記念病院 

× 

× 

× 

× 

※市街地の浸水痕跡調査結果をもとに作図 
※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。 

× 

× 

×決壊 

国道４８６号 

７月８日 

小田川 

堤防決壊 
L=100m 

堤防決壊 
L=100m 

堤防決壊 
L=20m 

【被災直後（小田川左岸3k400】 

小田
川 

堤防決壊 

L=100m 

７月８日 小田川 

堤防決壊 
L=50m 

【被災直後（小田川左岸6k400】 

【被災直後（小田川左岸0k600】 

小田川 

７月７日 

凡 例（浸水深） 

0.0m以上  1.0m未満 

1.0m以上  2.0m未満 

2.0m以上  3.0m未満 

5.0m以上 

3.0m以上  4.0m未満 

4.0m以上  5.0m未満 

（7/8～9） 
排水ポンプ車 

最大13台 

（7/9～10） 
排水ポンプ車 

最大17台 

（7/8～9） 
排水ポンプ車 

最大3台 

7月7日AM時点 7月11日AM時点 

○浸水面積 

   ７月 ７日AM  約1,200ha（赤線：7月7日AM時点） 
  ７月 ９日AM  約 500ha（緑線：7月9日AM時点） 
  ７月１１日     宅地・生活道路については概ね解消 

4．流域の社会情勢の変化 

高梁川水系 
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   4.4 小田川の災害復旧状況（小田川3k400の緊急対策工事） 

■小田川左岸3k400の堤防決壊箇所では、7月7日(土)22:00から緊急対策工事に着手した。 

■24時間体制で工事を実施し、7月15日(日)23:00には、堤防締切盛土を完了した。 

■ 7月21日(土)10:00には、鋼矢板による二重締切堤防を完了し、緊急対策工事を完了した。 

4．流域の社会情勢の変化 

高梁川水系 
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   4.4 小田川の災害復旧状況（小田川3k400の災害復旧状況） 

■非出水期に入り、復旧工事に着手。 

小田川3.4k 

７／１０ １３：００頃

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

被災直後 

本復旧工事中（仮設堤防を撤去） 

小田川 ７／２０ １２：００頃 

高馬川 

鋼矢板による二重締切堤防完了（緊急対策工事完成） 

本復旧工事の盛土実施中（出水期までに完成予定） 

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。 

4．流域の社会情勢の変化 

高梁川水系 
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   4.4 小田川の災害復旧状況（小田川6k400の緊急対策工事） 

■小田川左岸6k400の堤防決壊箇所では、7月8日(日)14:30から緊急対策工事に着手した。 

■24時間体制で工事を実施し、7月15日(日)16:00には、堤防締切盛土を完了した。 

■ 7月19日(木)14:00には、鋼矢板による二重締切堤防を完了し、緊急対策工事を完了した。 

4．流域の社会情勢の変化 

高梁川水系 
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   4.4 小田川の災害復旧状況（小田川6k400の災害復旧状況） 

■非出水期に入り、復旧工事に着手。 

７／８ １５：３０頃 

堤防決壊箇所 

（小田川左岸6k400） 
L=50m 

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。 

被災直後 

７／１９ １３：００頃 

鋼矢板による二重締切堤防完了（緊急対策工事完成） 

本復旧工事中（仮設堤防を撤去） 本復旧工事：堤防底部の地盤改良中（出水期までに完成予定） 

4．流域の社会情勢の変化 

高梁川水系 
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   4.4 小田川の災害復旧状況（小田川の樹木伐採） 

■小田川においては、樹木の繁茂状況を随時把握するとともに、洪水の安全な流下等の支障とならないよう、計画的な伐採を実施。 

■平成30年7月豪雨後には、緊急的な対応として、被災箇所でもあり、次期台風期に間に合わせるために、予備費(8月3日閣議決定）により、河道掘削の
ための樹木伐採を実施した（9月11日完了）。 

矢
形
橋

南
山
橋福

松
橋

箭
田
橋

二
万
橋

宮
田
橋

八
高
橋

琴
弾
橋

小田川 

① 

② 矢形橋

矢形橋

①伐採前 

①伐採後 

福松橋

②伐採前 
②伐採後 

福松橋 

箭田橋 箭田橋 

福松橋 

H30.7.9撮影 
H30.8.27撮影 

国土地理院web地図より 

4．流域の社会情勢の変化 

高梁川水系 
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   4.4 小田川の災害復旧状況（高梁川・小田川の災害復旧工事） 

■平成30年7月豪雨による被災箇所において、復旧工事を高梁川本川４箇所、小田川６箇所で実施中である。 

酒津水位観測所 

基盤漏水対策 

（護岸・矢板工） 

基盤漏水対策 

（止水矢板工） 

護岸復旧 

（法覆護岸工） 

護岸復旧 

（護岸・水叩き工） 

堤防復旧（裏法すべり） 
（ドレーン工） 

堤防復旧（決壊） 
（盛土・法覆護岸工） 

堤防復旧（裏法すべり） 
（盛土・法覆護岸工） 

堤防復旧（決壊） 
（盛土・法覆護岸工） 

高梁川本川における直轄河川災害関連緊急事業 

小田川における直轄河川災害関連緊急事業 

矢掛水位観測所 

堤防復旧・護岸復旧 

（盛土・法覆護岸工） 
堤防復旧（裏法すべり） 
（盛土・法肩保護） 

4．流域の社会情勢の変化 

高梁川水系 



     決壊箇所 
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  4.5 高梁川水系小田川堤防調査委員会 

■国が管理する高梁川水系小田川の倉敷市真備町箭田地区及び尾崎地区、岡山県が管理する末政川の倉敷市真備町有井地区、高馬川の倉敷市真備町箭田 
地区、及び真谷川の倉敷市真備町服部地区において発生した堤防決壊に対し、その原因を究明するとともに、復旧工法等に関して国土交通省中国地方整
備局及び岡山県に対し専門的な指導・助言を行うことを目的として「高梁川水系小田川堤防調査委員会」を設置。 

■国管理区間の小田川箭田地区（3.4k）及び尾崎地区（6.4k）の被災要因は、いずれも堤防を越水した洪水による堤体川裏法面の侵食である。 

■  末政川0k700の被災メカニズム 

堤防調査委員会開催状況 委員 

第１回 平成30年7月10日開催 

■ 現地調査 

第２回 平成30年7月27日開催 

■ 小田川堤防決壊の概要 
■ 末政川、高馬川、真谷川堤防決壊の概要 

第３回 平成30年8月10日開催 

■ 国管理河川における被災要因の分析 

第４回 平成30年8月31日開催 
 
■ 被災要因の分析 
■ 決壊区間の対応方針（案） 
 

第５回 平成30年10月30日開催 

現地調査（第1回） 

委員会での審議（第2回） 

Ac

Bcs

Bs 小田川

Bsg

決壊要因 

■越水箇所には、天端舗装が施工されており、決壊に至るまでの時間をある程度引 
 き延ばしたと推察される。 
■越水により、時間の経過とともに、川裏法面の表土が侵食され、その内部に存在 
 する緩い砂質土が、侵食を受け堤防断面が減少するとともに、堤防法尻部では落 
 堀が形成され、法尻部の洗掘が進行したと推定した。 

4．流域の社会情勢の変化 

高梁川水系 



高
梁
川→

 

国による事業実施区間（激特事業） L=10.6km （掘削土の活用等により堤防強化対策を実施） 

合
流
点
付
替
え 

① 

4
k
0
0
0 

末政川：L=1.37km 

高馬川：L=0.78km 

真谷川：L=1.21km 

国による河川大規模災害関連事業区間 L=7.9km 

× 
× 

× 

× × 

岡山県による事業実施箇所（激特事業） 

× 
× × 
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4.6 真備緊急治水対策プロジェクト（ハード対策） 

■小田川では堤防の決壊や越水により甚大な被害が生じたため、早急に施設を復旧するとともに、防災・減災のための「ハード」と「ソフト」が一体と 

 なった「真備緊急治水対策プロジェクト（平成31年2月8日公表）」を国・県・市が連携・協力して推進する。 

■国・県・市が連携して小田川合流点付替え事業の完成前倒し、小田川及び岡山県管理の３河川（末政川、高馬川、真谷川）において重点的な堤防 

  整備（嵩上げ、堤防強化）、洪水時の水位を下げるための河道掘削などのハード対策を河川激甚災害対策特別緊急事業として概ね5年間の2023年度を目 

 標に実施する。 

ハード対策の事業区間・箇所 

HWL
天端舗装 天端舗装

築堤
護岸ブロック 護岸ブロック

築堤

【県管理河川】築堤（断面確保） 

合流点付替え

堤防嵩上げ・堤防強化

掘削

浸水範囲

破堤箇所× 堤防決壊箇所 

【参考】倉敷市と連携した堤防強化（堤防断面の拡大）の方法 整備イメージ 

小田川等の河道掘削で発生する大量の土砂を 

有効活用し、国と倉敷市が連携・協力して小田

川の堤防強化、緊急車両の通行や排水ポンプ車

の作業スペース及び緊急時の避難路の確保を目

的として、堤防断面の拡大を実施します。 

1,400m3/s
現在の合流点

付替後の合流点

現状水位 現状水位

堤防によって高梁川と
小田川を分離

付替後の水面形

付替後水位

水位低下
（約５ｍ）

酒津地点

船穂地点■

付替前（現状）の水面形

柳井原
貯水池

水位低下
（約０．４ｍ）

付替後水位

付替後の水面形 矢形橋地点

合流点付替えにより小田川の水位を低減 

4．流域の社会情勢の変化 
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高
梁
川 

倉敷市街地 

合流点位置を 
約4.6km下流に 

付替え 

柳井原貯水池 

現在の合流点   

S47.7洪水 小田川の決壊（倉敷市真備町箭田（やた）付近） 
 出典：昭和47年豪雨災害誌（建設省中国地方建設局） 

決壊 

：S47.7洪水浸水範囲 凡例 

合流点付替え後、 
約5mの水位低下 

合流点付替え後、 
約0.4mの水位低下 

第一期改修で築造された高い堤防 
(高梁川9.8K東岸側・倉敷市酒津) 

◎9.8K付近 

新合流点   

西高梁川(西派川）
東高梁川

（東派川）

水

江

酒

津

小田川

高梁川

瀬戸内海（水島灘）

古
地

整備延長 

  4.6 真備緊急治水対策プロジェクト（ハード対策） 

■現在の柳井原貯水池を活用し、高梁川との合流点位置を約4.6km下流に付替えるとともに、小田川の築堤及び河道掘削を行うことにより、戦後最大規模 

 の昭和47年７月洪水及び平成30年7月洪水による小田川沿川地域の外水による浸水被害を解消することができる。 

●酒津 

●酒津 

高梁川の水位が
上昇すると小田
川の水位も上昇 
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本川：約１/900

勾配が急なため、流れやすい

小田川：約１/2200

勾配が緩く、流れにくい※小田川合流点を合わせて
本川・小田川縦断形を重ね書き

高梁川

小田川

現合流点

H.W.L
(高梁川)

河床高(高梁川)
河床高(小田川)

H.W.L(小
田川)
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本川：約１/900

勾配が急なため、流れやすい

小田川：約１/2200

勾配が緩く、流れにくい※小田川合流点を合わせて
本川・小田川縦断形を重ね書き

高梁川

小田川

現合流点

H.W.L
(高梁川)

河床高(高梁川)
河床高(小田川)

H.W.L(小
田川)

高梁川と小田川の河床勾配 
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4.6 真備緊急治水対策プロジェクト（ソフト対策） 

■「高梁川水系大規模氾濫時の減災対策協議会 真備部会」の枠組みを活用し、倉敷市、岡山県、国において、真備地区で緊急的に実施すべきソフト対策 

 を公表。 

■今後具体的な役割分担・実施時期等を定めた「アクションプラン」を公表し、水防災意識社会の再構築に向け、取組みを加速する。 

■平時から災害時にかけての災害情報とその伝達方策の充実・整理 

・ハザードマップに不足している情報を整理し、ハザードマップを住民等
にわかりやすく改善 

・地域住民等の洪水ハザードマップに対する認知・理解度を向上させるた
めの手法検討 

・「多機関連携型タイムライン」の策定、及び関係機関による出水期前に
机上の情報伝達訓練を実施 

・洪水時の指定避難場所を見直し「地域防災計画」に反映するとともに、
地域住民等へ周知 

■社会経済被害の最小化や被災時の復旧・復興を迅速化する取組 

・排水施設の耐水化の必要性について検討 

・浸水被害の軽減または早期解消を目的とした排水ポンプ車の移動ルート、
設置箇所および配置等の整理を行い、排水計画（案）を作成 

・排水計画（案）に基づき、関係機関と連携した排水訓練の実施と訓練結
果に基づく計画の見直し 

・出水期前に、河川管理者・水防団・災害協力協定締結業者等により危険
箇所の合同巡視を実施し、現地状況を共有することで、出水時における
水防活動を的確かつ迅速に実施 

 

 

 

 

■災害を我がことと考えるための取組の強化 

・市が、新たに作成予定の防災教育カリキュラム等を活用し、小・中学生
等を対象に防災知識の浸透のための防災教育を関係機関が連携して推
進・普及 

・防災に関する出前講座や講習 

 会を積極的に実施 

・モデル地区の自主防災組織等 

 と連携して「地区防災計画」 

 を作成し、住民等の避難訓練 

 を実施 

・地域住民自身が作成する「マイ・ハザードマップ」や「マイ・タイムラ
イン」の作成支援・普及 

■避難行動につながるリアルタイム情報の充実 

・平成30年７月豪雨により決壊した箇所に設置した危機管理型水位計を用 

 いて、引き続き、水位情報を提供 

・洪水時の円滑な避難行動や水防活動支援のため水位情報について関係機 

 関へのメール配信を実施 

・危機管理型水位計の情報入手方法（QRコード入）を記載したカードを製 

 作し、真備地区住民に配布 

■気候変動等による豪雨の増加や広域災害に対応する取組 

・真備地区における「洪水氾濫」「内水氾濫」等の発生を想定した防災行
動と、その実行主体を時系列であらかじめ整理する「多機関連携型タイ
ムライン」の策定 

・出水期前に関係機関によりタイムラインに沿った机上訓練の実施 

・洪水氾濫による想定浸水深を表示する「まるごとまちごとハザードマッ
プ」を推進し、見える化を図る取組を促進 

市がﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで公開している 
「MYﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ」作成支援ﾂｰﾙ 

出前講座による小学生の防災学習 

の事例 

危機管理型水位計の設置状況 危機管理型水位計情報のカード 

排水計画の作成事例 

・待機場所（技術事務所、出張所 等） 

・待機可能台数 

・進入ルート 

（目印となる施設名や写真を添付） 
・留意事項 

 等を記載する 

・詳細な進入ルート 
・設置箇所の広さ 
・排水元（釜場等）、排水先 
・留意事項 
 等を記載する 
（現地の状況が分かる写真・
図面を添付） 

・洪水浸水想定区域 
・主要道路 
・排水系統、排水施設 
・役場、警察、消防 
・病院 
・給油所 
・浄水場、下水処理場 
・大規模工場 
 等を記載する 
※これに加えて、 
・氾濫シミュレーション結果 
・排水施設等の位置・管理者 
・標高図 
 等もまとめる 

排水ポンプ車等の設置箇所 
（写真・図面） 

排水ポンプ車等の待機場所・ 
排水箇所までの進入ルート（写真・図面） 

役場等の重要施設、上
下水道等のインフラ施

設の位置図 

ソフト対策 

4．流域の社会情勢の変化 
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4.7 避難に資する水位情報の提供 

■岡山河川事務所では、洪水時に円滑な避難行動や水防活動を支援するため、危機管理型水位計を高梁川水系に１４箇所設置。 

■危機管理型水位計は、記載のＵＲＬにより、ＰＣやスマートフォン等で確認することができる。この水位計は河川堤防天端（堤防の最上面）からの水位を測定するも
ので、水位が上昇し、観測開始水位に達すると１０分間隔で水位データを更新する。 

【スマートフォン表示】 

【アクセス方法】 

 URL：https://k.river.go.jp/  

ＱＲコード  専用サイト「川の水位情報」からインタ
ーネットを通じて、どなたでも閲覧してい
ただけます。 
 「川の水位情報」と検索していただくか
、下記URLにアクセスしてください。 
 スマートフォン等の場合は、ＱＲコード
からでもアクセスできます。 

〔氾濫開始水位〕 
堤防の高さを越えて氾濫が始まる水位 

〔危険水位〕 
氾濫の危険性が高まる水位 
（設定されていない観測所もあります） 

〔観測開始水位〕 
水位計で観測を開始する水位（水位が観測
開始水位より低い場合には表示されません
） 

表示される水位の説明 

高梁川左岸17k800付近 

高梁川右岸16k400付近 

小田川右岸0k600付近 
小田川左岸3k400付近 

小田川右岸6k600付近 

小田川右岸4k200付近 

小田川左岸6k400付近 

高梁川左岸13k000付近 
高梁川右岸13k800付近 

高梁川左岸11k800付近 

高梁川右岸7k400付近 

高梁川左岸4k400付近 

高梁川・小田川 
危機管理型水位計 位置図 

高梁川左岸23k200付近 

小田川左岸7k000付近 
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高梁川左岸4k400付近 

高梁川右岸7k400付近 

高梁川左岸11k800付近 

高梁川左岸13k000付近 

高梁川左岸17k800付近 

高梁川右岸16k400付近 

高梁川右岸13k800付近 

小田川右岸0k600付近 

小田川左岸3k400付近 

小田川右岸4k200付近 

小田川左岸6k400付近 

小田川右岸6k600付近 

小田川左岸7k000付近 

高梁川・小田川 
危機管理型水位計 位置図 日羽水位観測所 

矢掛水位観測所 

酒津水位観測所 

船穂水位観測所 

東三成水位観測所 

高梁川左岸23k200付近 

  平成31年2月時点設置済み 
    平成31年3月設置予定 
  通常の水位計 

4．流域の社会情勢の変化 
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4.8 水防災意識社会の再構築 

■平成27年9月関東・東北豪雨では、鬼怒川において越水や堤防決壊等により甚大な被害が発生した。これを踏まえ、「施設の能力には限界があり、施設では防ぎき
れない大洪水は必ず発生するもの」へと意識を変革し、社会全体でこれに備える「水防災意識社会」の再構築を目指す。 

■「水防災意識社会再構築ビジョン」として、すべての直轄河川(109水系）とその沿川市町村において、平成32年度目途に水防災意識社会を再構築する取組を行う。 
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          ＜ソフト対策＞ 

                       ・住民が自らリスクを察知し主体的に避難できるよう、より実効性のある「住民目線のソフト対策」へ転換する。 

             ＜ハード対策＞  

                       ・「洪水氾濫を未然に防ぐ対策」に加え、氾濫が発生した場合にも被害を軽減する 「危機管理型ハード対策」を導入し、平成32

年度を目途に実施。   

事業の概要 

出典： 水防災意識社会 再構築ビジョン 平成27年12月11日 国土交通省 水管理・国土保全局  

主な対策 

4．流域の社会情勢の変化 
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4.8 水防災意識社会の再構築 

■平成28年8月に高梁川水系大規模氾濫時の減災対策協議会を設立し、防災・減災対策を推進してきたところ。 

■倉敷市真備地区においては、施設規模を超える洪水が発生することを認識し、的確な避難行動や防災に対する住民意識の向上に向けた具体的なソフト対策を検
討・推進していくため、平成30年10月に「真備部会」を新設。 

■さらに、災害時の降雨や河川の水位、ダムの放流状況、避難指示等の防災情報の提供の仕方や、提供された情報が公共交通機関の運行や道路の交通規制、住
民の的確な避難行動等に有効であったかなど、安全・安心な地域を守る上での新たな課題解決に向け、水系全体で様々な機関が連携・協力するための「多機関連
携型タイムライン」を策定するため平成30年12月に「防災行動計画検討部会」を新設。 
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協議会では、洪水被害が発生しうるという視点に立ち、河川管理者、県、市町等が連携・協力して、防災・減災に対して実効性のあるハード対策・ソフト対策を推進し、「
逃げ遅れゼロ」「社会経済被害の最小化」の目標を共有し、社会全体で洪水に備える「水防災意識社会」を再構築することを目的として、地域の実情に応じた必要な取
組を実施。 
減災に対する目標に対し、協議会の構成員がそれぞれ連携して、概ね５年以内で実施する取組内容について「取組方針」としてとりまとめ、関係者で共有。 
危機管理型ハード対策である「天端の舗装」「裏法尻の補強」を実施。 

■天端の保護 

堤防天端をアスファルト等で保護し、堤防への雨水の浸透を抑制するとともに、越水した場合には法肩部の崩
壊の進行を遅らせることにより、決壊までの時間を少しでも延ばす 

■裏法尻の補強 

裏法尻をブロック等で補強し、越水した場合には深
掘れの進行を遅らせることにより、決壊までの時間を
少しでも延ばす 

  減災対策協議会の取組内容 

   高梁川水系大規模氾濫時の減災対策協議会   危機管理型ハード対策 

【参加機関 構成メンバー】 
 
倉敷市 市長   岡山県 危機管理監 
井原市 市長   岡山県 土木部長 
総社市 市長   中国電力株式会社 電源事業本部長（水力） 
高梁市 市長   中国四国農政局 地方参事官（各省調整） 
新見市 市長   気象庁 岡山地方気象台長 
浅口市 市長   中国地方整備局 岡山国道事務所長 
早島町 町長   中国地方整備局 岡山河川事務所長 
矢掛町 町長 
 



主な整備内容

高潮対策区間 築堤（高潮堤）

築堤（断面確保）

堤防補強（浸透対策）

河道掘削、左岸堰改築

上流地区 河道掘削

小田川付け替え

小田川

河川整備計画対象期間

河道掘削・樹木伐採、堤防補強
（浸透対策）

河道掘削・樹木伐採、堤防補強

（浸透対策）、築堤（断面確保）

河道掘削・樹木伐採、堤防補強

（浸透対策）、築堤（断面確保）

高
梁

川

施工区間

下流地区

中流地区

高梁川派川

築堤（高潮堤）

笠井堰改築

古地地先
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5.1 河川整備計画の主なメニュー 

整備等の内容 

高梁川本川：堤防の整備（築堤(高潮堤)、築堤(断面確保)、堤防補強(浸透対 
      策)）、河道掘削、樹木伐開、笠井堰左岸堰改築(可動化)等 
高梁川派川：小田川合流点付替え 
小田川：小田川合流点付替え、堤防の整備（築堤(断面確保)）、河道掘削、樹 
    木伐開、宮田堰継ぎ足し(可動堰)等 

１ 小田川合流点の付替え及び高梁川下流地区の築堤など 
 1-① 小田川合流点付替え 

 流域内で人口、資産が集中する倉敷市街地区間に位置する本川酒津地先、及び過去幾多の
甚大な被害が生じている小田川合流点付近の洪水時の水位低下を図る抜本的な対策として、
小田川の合流点付替えを実施。 

 高梁川と小田川を分離する締切堤を設置する際には、左右岸バランスを考慮し、古地地先
の堤防補強を実施するとともに、本川で現況の河積不足が生じないよう、河積確保に努める。 

1-② 本川下流地区の築堤など 

 倉敷市街地が拡がる下流地区においては、小田川合流点付替え完了までに、堤防の断面が
不足する部分の築堤（断面確保）、堤防補強（浸透対策）を実施。高潮対策区間の築堤につ
いても順次実施。 

1-③ 本川下流地区の河道掘削、笠井堰改築 

 小田川合流点付替え完了後に新合流点から上流の笠井堰の左岸堰改築、河道掘削を実施。 

２ ．高梁川中・上流地区及び小田川の河道掘削、築堤など 

 2-① 本川中流地区・小田川の河道掘削、樹木伐開・築堤等 

 小田川合流点付替え完了等により下流地区・高梁川派川の安全度向上を図った後、本川中
流地区の河道掘削・樹木伐開、堤防補強（浸透対策）、築堤（断面確保）を実施。 

 小田川においても河道掘削・樹木伐開、築堤（断面確保）等を実施。 

  2-②  本川上流地区の改修 

 下流地区・高梁川派川、中流地区の安全性向上を図った後、上流地区で浸水被害の軽減を
図るため河道掘削を実施。 
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概ね30年 昭和47年7月洪水と同規模の洪水を安全に流下させる 
（酒津地点7,100m3/s、矢形橋地点1,500m3/s） 
平成16年台風16号高潮による被害の防止又は軽減 

国管理区間の河川整備計画の対象期間と整備目標 

5．事業の進捗状況 
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  5.2 整備状況 

■平成29年6月に河川整備計画を変更し、その後、高梁川本川の築堤（高潮堤）の整備を順次実施。 

整備前 

築堤（高潮堤） の実施状況（乙島地先） 
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  6.1 岡山三川の人口・資産等 
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岡山三川の治水安全度比較図 

■高梁川は下流に倉敷市街地や水島コンビナート等の資産の集積する流域を有しており、氾濫
ブロック単位面積当たりの人口・資産額は大きい。 

岡山三川の人口・資産額比較図 岡山三川の流域図 

凡例 

    ：流域界 

    ：河川 

    ：市町境界 

旭川水系 

吉井川水系 

高梁川水系 

鳥取県 

兵庫県 

広島県 

岡山市 

倉敷市 

岡山三川の将来の目標流量に対する整備計画目標流量の割合 

6．河川整備に関する新たな視点 

高梁川水系 



  6.2 気候変動による外力増大 

30 

■近年、我が国においては、時間雨量50mmを超える短時間強雨や総雨量が数百mmから千mmを超えるような大雨が発生する頻度が増加し、全国各地で毎年 

 のように甚大な水害が発生。 

■さらに、地球温暖化に伴う気候変動の影響により、今後短時間強雨の発生頻度、大雨による降水量等が増大することが予測。 

出典：「気象庁ウェブサイト」より作成 

 

時間雨量50mmを超える短時間強雨の発生件数が増加（約30年前の約1.4倍） 

6．河川整備に関する新たな視点 

高梁川水系 
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   7.1 点検結果のまとめと今後の進め方（案） 

 
■甚大な浸水被害が発生した小田川においては、小田川合流点付替え事業やソフト対策が一体となった「真備緊急治水

対策プロジェクト」を関係機関と連携・調整を図りながら計画的かつ着実に実施。 
 
■高梁川本川においては、小田川合流点付替え事業の整備効果や、高梁川本川上流区間の災害復旧事業等による上下流

バランスの整合性を確認し、現河川整備計画における整備目標や整備内容の検証し、適切な対応策を検討し、必要に
応じて河川整備計画の変更を行う。 

 

■社会情勢の変化は、倉敷市及び総社市の人口・世帯数が平成27年から減少傾向に転じているが、事業所数や製造品出荷額は横ばい。 

■主な事業進捗としては、河川整備計画で予定している高梁川右岸（乙島）の高潮堤防が一連で完成。 

■平成30年7月豪雨災害による浸水被害の再度災害防止を図るため、災害復旧事業による堤防復旧や河道掘削をはじめ、小田川合流点 

 付替え事業及び小田川の堤防強化等を、河川激甚災害対策特別緊急事業により2023年度末を完成目標に重点的に促進中。 

■水防災意識社会の再構築を目指し「高梁川水系大規模氾濫時の減災対策協議会」を水系全体を対象に拡大再編し、ハードとソフトが 

 一体となった「防災・減災対策の取組」を、関係機関が連携・協力して実施中。 

今後の進め方 

社会経済情勢の変化及び治水事業の進捗状況 

 

①河川整備計画に定める整備目標を一部区間で上回る規模の洪水の発生 

 →現河川整備計画の目標は総和47年7月洪水が再び発生した場合においても、浸水被害を防止することとしており、今次洪水では酒津地点において推
定流量が約9,200m3/sとなり目標流量（約8,000m3/s）を超過。一方で、小田川は矢形橋地点において推定流量が約1,400m3/sと、目標流量（約
1,500m3/s）を下回った。 

➁現河川整備計画の検証及びその対応策の検討 

 →今後、小田川合流点付替え事業の整備効果や、高梁川本川上流区間の災害復旧事業等による上下流バランスの整合性を確認し、現河川整備計画にお
ける整備目標や整備内容の検証し、適切な対応策を検討する必要がある。 

➂高梁川の水害リスクが高い 

 →高梁川の国管理区間には、倉敷市街地や水島コンビナート等の重要な資産が集積しており、ひとたび氾濫が発生すると大規模な浸水被害が発生する
おそれがある。 

④地球温暖化に伴う気候変動による水害リスクの増大 

 →気象庁の異常気象分析検討会において「平成30年7月豪雨には、地球温暖化に伴う水蒸気量の増加の寄与もあったと考えられる。」と、地球温暖化
による気候変動について公式にその影響が認められるなど、今後の水害リスク増大に対して、ハードとソフトが一体となった「防災・減災対策」に
関するより一層の取組強化が必要。 

平成30年7月豪雨を踏まえた治水上の課題 

7．河川整備計画の点検結果 

高梁川水系 
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   ＜参考：河川整備の実施に関する事項の進捗状況＞ 

分野 河川整備計画の主なメニュー 主な進捗状況 

治水 高梁川の堤防整備 Ｐ28参照 

高梁川の樹木伐開、河道掘削等 今後実施予定 

小田川の堤防整備、河道掘削等 真備緊急治水対策プロジェクトで実施 

高梁川派川・小田川合流点付替え 真備緊急治水対策プロジェクトで実施 

利水 渇水への対応 整備計画策定以降、渇水は発生していない 
「高梁川水系水利用協議会」を毎年実施し、関係機関と情報共有を図る 

環境 高梁川・小田川の河川工事による自然環境への配慮 今後実施予定 

小田川合流点付替えに伴う自然環境の保全対策 第1回小田川合流点付替え事業環境影響評価フォローアップ委員会を開催 

魚類等の移動の連続性の確保 潮止堰において平成27年に全四基の魚道改良が完了 

河川利用、景観及び水質の保全 河川利用：河川水辺の国勢調査（利用実態調査）を実施 
水  質：「岡山三川水質汚濁防止連絡協議会」を毎年開催し、関係機関と情  
      報共有を図る 
景  観：必要に応じて樹木伐開等を実施予定 

維持管理 河道内の樹木管理 樹木伐開、伐木の無償配布などを実施 

堤防、護岸、構造物の維持管理 定期的に点検を行い、必要な対策を実施 

河川管理のデータベース化 RiMaDISによるデータベース化を行い、維持管理の高度化を実施 

危機管理体制の整備 洪水予報連絡会、水防連絡会を定期的開催し、地域防災体制を構築 

河川環境に関する維持管理 河川水辺の国勢調査を継続して実施し、河川環境情報図等を更新 

河川空間の適正な利用 河川水辺の国勢調査（利用実態調査）を実施 

安全な利用・河川美化 安全利用点検の結果を受け、必要な対策を実施 

不法行為の防止 不法投棄対策等を推進 

高梁川水系 


